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絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

若
き
森
田
恒
友
、
正
宗
得
三
郎
の
模
索

須

田

喜

代

次

は
じ
め
に

一
九
〇
六

(

明
治
三
十
九)

年
六
月
十
日
夜
、
浜
町
一
丁
目
・
酒
楼
常
磐
で
の
会
合
を
き
っ
か
け
に
設
立
が
決
ま
っ
た
歌
会

｢

常
磐
会

(

１)｣

は
、

第
一
回
の
会
を
同
年
九
月
二
十
三
日
に
飯
田
町
六
丁
目
・
賀
古
鶴
所
邸
で
開
催
す
る
。
賀
古
は�
外
森
林
太
郎
と
と
も
に
、
本
会
の
幹
事
役
と

い
う
役
回
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
が
、
一
月
も
欠
か
す
こ
と
な
く
三
十
回
を
迎
え
た
一
九
○
九

(

明
治
四
十
二)

年
、
そ
の
四
月
二
十
日
に
各

回
の
選
歌
を
ま
と
め
た

『

常
磐
会
詠
草

(

２)

初
篇』

(

編
者�
井
上
通
泰

発
兌
元�
歌
学
書
院)

が
刊
行
さ
れ
る
。
そ
の
巻
頭
、｢

第
一
回
選
歌｣

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
四
首
。
小
林
重
道
の
歌
が
三
首
、
正
宗
敦
夫
の
歌
一
首
で
あ
っ
た
。
二
人
と
も
井
上
通
泰
門
下
の
歌

人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
小
林
重
道

(

一
八
七
一
年
―
一
九
六
五
年)

は
、｢
備
後
国
沼
隈
郡
草
戸
村｣

で
、
一
九
〇
五

(

明
治
三
十
八)

年
四

月
か
ら
短
歌
雑
誌

『

た
づ
ぞ
の

(

３)

(

鶴
園)』

を
主
宰
し
て
い
た
。
そ
し
て
も
う
一
人
、｢

備
前
国
和
気
郡
入
里
村
穂
浪｣

に
住
む
正
宗
敦
夫

(

一

八
八
一
年
―
一
九
五
八
年)

は
、
ま
さ
に
前
月
の
一
九
○
六
年
八
月
か
ら
や
は
り
短
歌
雑
誌

『

国
歌』

を

｢

編
輯
発
行
及
印
刷
人｣

と
し
て
刊

行
し
始
め
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
小
林
三
十
四
歳
に
比
し
、
二
十
五
歳
の
正
宗
は
随
分
と
若
い
主
宰
者
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。｢

編
輯
発
行
及
印、

絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

一
六
九

大
妻
国
文

第
53
号

二
〇
二
二
年
三
月



刷、
人、｣

と
あ
る
の
は
、
既
に
吉
崎
志
保
子
に
指
摘

(

４)

が
あ
る
よ
う
に
、
彼
は
三
十
八
円
で
中
古
の
印
刷
機
を
購
入
し
、
自
ら
印
刷
に
携
わ
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
四
六
判
、
一
冊
五
〜
六
十
頁
の
小
冊
子
だ
が
、
こ
れ
は
若
き
歌
人
の
情
熱
溢
れ
る
挑
戦
の
産
物
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
本
稿
に
お
い
て
わ
た
く
し
は
、
そ
の
正
宗
敦
夫
が
主
宰
し
た

『

国
歌』

と
い
う
短
歌
雑
誌
に
着
目
し
、
そ
こ
に
窺
え
る
敦
夫
の
実
弟
・

正
宗
得
三
郎

(
一
八
八
三
年
―
一
九
六
二
年)

、
そ
し
て
彼
の
親
友
・
森
田
恒
友

(

一
八
八
一
年
―
一
九
三
三
年)

と
い
う
や
は
り
若
き
二
人

の
画
家
の
動
向
を
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、｢

絵
画｣

｢

文
学｣

｢

音
楽｣

と
い
っ
た
既
成
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界
を
越
境
し
、
新
た
な
境
地
を
切

り
拓
こ
う
と
し
た
若
者
た
ち
の
試
み
を
追
っ
て
み
た
い
。

Ⅰ

『

国
歌』

と
い
う
雑
誌
／
一
つ
の
広
告

雑
誌

『

国
歌』

は
前
述
し
た
よ
う
に
一
九
○
六

(

明
治
三
十
九)

年
八
月
に
創
刊
さ
れ
、
三
年
後
の
一
九
○
九
年
七
月
に
終
刊
、
全
三
十
六

冊
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

｢

国
歌
会｣

の
機
関
誌
と
い
う
性
格
の
雑
誌
で
あ
る
。
後
掲
注

(

３)

に
紹
介
し
た
正
宗
敦
夫

｢

終
刊
の
辞｣

に
は

｢

明
治
三
十
九
年
八
月
に
国
歌
会
を
組
織
し
国
歌
を
発
刊｣

と
あ
る
。
誌
面
に
掲
載
さ
れ
た

｢

会
則｣

に
よ
れ
ば
、｢

本
会
は
国
歌
を
研

究
し
多
方
面
に
之
を
及
ほ
し
兼
て
文
芸
の
振
興
を
謀
る｣
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
会
費

(

そ
れ
が
誌
代
と
い
う
こ
と
に

な
る
わ
け
だ
が)

は
、
当
初
月
八
銭
、
第
十
六
号

(

一
九
○
七
年
十
一
月)

か
ら
は
十
銭
。

た
だ
し
、｢

現
在

『

国
歌』

が
全
巻
揃
っ
て
み
ら
れ
る
の
は
、
正
宗
文
庫
に
お
い
て
で
あ
る
が
、『

古
典
研
究』

第
二
十
一
号
に
近
藤
美
智
子

｢

正
宗
敦
夫
編
集

『

国
歌』

総
目
録｣

が
あ
る｣

(

川
野
良

｢

正
宗
敦
夫
編
集
発
行

『

国
歌』

執
筆
者
索
引｣

『

清
心
語
文』

第
７
号
、
二
○
○

五
年
七
月)

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
該
誌
は
国
立
国
会
図
書
館
に
も
所
蔵
が
な
く
、
な
か
な
か
容
易
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
前
記
、
川
野
氏
、
近
藤
氏
の
労
作
に
よ
り
、
雑
誌
全
体
の
概
要
は
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
た
く
し
は
、
今
年
度
某
古
書
肆
か
ら

『

国
歌』

第
二
号
か
ら
終
刊
号
ま
で
の
三
十
五
冊

(

破
損
が
あ
っ
た
り
し
て
全
頁
が
揃
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
が)

を
入
手
す
る
こ

一
七
〇



と
が
で
き
た
。
以
下
は
そ
の
誌
面
を
追
っ
て
行
っ
て
気
づ
い
た
こ
と
の
報
告
で
あ
る
。

雑
誌
を
順
に
通
読
し
て
い
く
と
、
一
つ
の
広
告
が
目
に
止
ま
っ
た
。
そ
れ
は
第
十
二
号

(

一
九
○
七

(

明
治
四
十)

年
七
月)

目
次
直
後
に

掲
げ
ら
れ
た
以
下
の
雑
誌
広
告
で
あ
る
。

｢

美
術
文
芸
雑
誌
と
呼
ぶ
の
が
妥
当｣

(

石
井
潤

｢｢

方
寸｣

概
説

(
一)｣

、
覆
刻
版

『

方
寸』

一
九
七
二
年
―
一
九
七
三
年
、
三
彩
社)

と

さ
れ
る
雑
誌

『

方
寸』

は
、
一
九
○
七
年
五
月
に
石
井
柏
亭
・
森
田
恒
友
・
山
本
鼎
と
い
う
三
人
の
若
き
画
家
の
手
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
ば

か
り
の
雑
誌
で
あ
る
。
発
行
所
は
方
寸
社
だ
が
、
そ
れ
は
編
集
兼
発
行
人
の
住
所
に
置
か
れ
、
右
広
告
の
一
巻
三
号
は

｢

東
京
市
本
郷
区
千
駄

木
林
町
八
番
地｣

の
石
井
満
吉
、
す
な
わ
ち
石
井
柏
亭
方
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
広
告
が
な
ぜ
東
京
を
遠
く
離
れ
た
岡
山
の
、
一
地
方
短
歌

雑
誌
に
載
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ま
で

『

国
歌』

に
は
、
例
え
ば

｢

井
上
通
泰
大
人
閲

正
宗
敦
夫
編
輯

菅
沼
斐
雄
家
集｣

(

第
七
号)

絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

一
七
一



で
あ
る
と
か
、｢

御
歌
所
寄
人
中
邨
秋
香
先
生
新
著

秋
香
集｣

(

第
十
一
号)

と
い
っ
た
、
い
わ
ば
本
誌
の
読
者
に
ふ
さ
わ
し
い

(

？)

広
告

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
初
め
て
異
色
の
広
告
が
誌
面
を
飾
っ
た
こ
と
に
な
る

(

５)

。

し
か
し
そ
の
理
由
は
、
創
刊
以
来
続
い
て
い
た
表
紙
が
変
わ
っ
た
第
十
三
号
の
次
の
記
述
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。

表
紙
及
裏
画
と
も
に
東
京
森
田
恒
友
君
の
揮
毫
に
な
り
ぬ
此
処
に
つ
ゝ
し
み
て
其
厚
意
を
謝
す

殊
に
其
彫
刻
印
刷
の
い
か
が
は
し
か
り
し
為
其
美
を
う
し
な
ひ
し
節
少
な
か
ら
ざ
り
し
は
本
会
の
遺
憾
と
す
る
所
に
て
併
せ
て
氏
に
謝
せ

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
所
也

『

方
寸』

を
立
ち
上
げ
た
同
人
の
一
人
森
田
恒
友
が
本
誌
の
表
紙
に
携
わ
っ
た
の
だ

(

６)

。

一
九
○
七

(

明
治
四
十)

年
の
森
田
は
、
前
年
〇
六
年
三
月
に
東
京
美
術
学
校
を
首
席
で
卒
業
、
新
進
気
鋭
の
画
家
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
彼
が
、『
国
歌』

に
関
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
、
一
九
〇
二
年
に
東
京
美
術
学
校
同
期
入
学
以
来
の
友
人
・
正
宗
得
三

郎
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

｢

森
田
君
は
美
術
学
校
に
入
つ
た
時
か
ら
知
つ
て
ゐ
た
人
で
、
親
し
か
つ
た
り
、
疎
遠
に
な
つ
た
り
、
ま
た
学
生
時
代
に
は
、
長
く
同
居
し

て
ゐ
た
こ
と
も
あ
つ
た｣

と
は
、
後
年
の
得
三
郎
の
回
想

(｢

静
か
な
気
分｣

、『

中
央
美
術』

６
巻
２
号

｢

森
田
恒
友
論｣

、
一
九
二
○
年
二
月)

で
あ
る
。『

正
宗
得
三
郎
画
文
集』

(

府
中
美
術
館
、
二
○
一
七
年
十
一
月)

記
載
の
得
三
郎
年
譜
に
よ
れ
ば
、
一
九
○
六
年

｢

２
月
頃

東
京

谷
中
で
森
田
恒
友
と
同
居｣

と
あ
る
。
つ
ま
り
森
田
の
東
京
美
術
学
校
卒
業
前
後
の
時
期
に
、
二
人
は
下
宿
を
同
じ
ゅ
う
し
て
い
た
こ
と
に
な

る

(

７)

。
こ
の
時
点
か
ら
は
、
ま
だ
先
の
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
一
四

(
大
正
四)

年
三
月
、
得
三
郎
と
森
田
は
二
人
一
緒
に
神
戸
出
航
の
三
島
丸

で
フ
ラ
ン
ス
へ
旅
立
つ
こ
と
に
も
な
る
。
親
友
と
し
た
所
以
だ
。
こ
の
、
敦
夫
の
弟
・
得
三
郎
の
仲
介
が
あ
っ
て
、『

方
寸』

の
広
告
、
そ
し

て
森
田
の
手
に
な
る
表
紙
登
場
が
実
現
し
た
に
違
い
な
い
。

例
え
ば
、｢

森
田
恒
友
と
文
芸
雑
誌
―

｢

電
気
と
文
芸｣

を
中
心
に
―｣

と
い
う
展
覧
会

(

さ
い
た
ま
文
学
館
、
二
○
一
四

(

平
成
二
十
六)

年
七
月
十
九
日
―
九
月
七
日)

が
企
画
さ
れ
る
こ
と
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
森
田
は

『

方
寸』

を
は
じ
め
多
く
の
文
芸
雑
誌
の
表

一
七
二



紙
絵
や
挿
絵
に
携
わ
っ
た
画
家
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
彼
が

『

国
歌』

の
表
紙
絵
や
挿
絵
に
関
わ
っ
た
と
い
う

事
実
の
指
摘
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
前
記
川
野
氏
、
近
藤
氏
に
よ
り
、
雑
誌
中
に
見
え
る
恒
友
挿
絵
の
こ
と
は
押
さ
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
が
、
表
紙
画
・
裏
表
紙
画
に
関
し
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
ま
ず
、
こ
の

『

国
歌』

表
紙
絵
制
作
を
、
画
家
森
田
恒
友
初
期

の
仕
事
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
二
○
一
九
年
福
島
県
立
美
術
館
お
よ
び
二
〇
二
○
年
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

｢

森
田
恒
友
展｣

図
録
所
収
の
吉
岡
知
子

編

｢

森
田
恒
友
年
譜｣
に
は
、
一
九
○
七
年
四
月
の
項
に

｢

山
本
鼎
と
共
同
企
画
、
後
に
太
田
正
雄

(

木
下
杢
太
郎)

も
参
加
し
て
、
地
方
新

聞
に
漫
画
・
挿
絵
を
提
供
す
る
事
業
を
具
体
化
さ
せ
よ
う
と
趣
意
書
に
見
本
を
そ
え
、
約
百
通
を
関
係
各
方
面
に
発
送
す
る

(

事
業
の
成
否
は

不
明)｣

と
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
を
目
論
ん
で
い
た
恒
友
の
思
惑
も
地
方
雑
誌
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
と
重
な
る
の
か
も
知
れ
な
い

(

こ

こ
に
木
下
杢
太
郎
や
も
う
一
人
の

『
方
寸』

同
人
・
山
本
鼎
が
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
彼
ら
の
動
向
に
一
層
興
味
を
惹
か
れ
る)

。

Ⅱ

絵
画
の
歌
的
趣
味

森
田
恒
友
の
表
紙
絵
は
、
前
述
第
十
三
号

(

一
九
○
七
年
八
月)

を
初
め
と
し
て
第
二
十
三
号

(

一
九
○
八
年
六
月)

ま
で
十
一
冊
連
続
し

て
使
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
二
十
四
号
か
ら
は
、
別
の
表
紙
に
変
わ
る
。
そ
の
理
由
は
も
ち
ろ
ん
不
明
だ
が
、
こ
の
〇
八
年
四
月
、
森
田
が
秋

田
県
立
本
庄
中
学
校
の
図
画
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
っ
と
も
彼
は
同
年
八
月
に
は
教
師
を
辞
し
、

東
京
に
舞
い
戻
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
。

そ
の
森
田
の
表
紙
絵
が
続
い
て
い
た
期
間
に
、
彼
は
挿
絵
だ
け
で
は
な
く
、
一
篇
の
文
章
を
本
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
十
八
号

(

一
九
〇
八
年
一
月)

と
第
二
十
号

(

一
九
○
八
年
三
月)

と
の
二
回
に
亘
っ
て
掲
載
さ
れ
た

｢

絵
画
の
歌
的
趣
味｣

と
題
す
る
一
文
で
あ
る
。

こ
の
文
章
の
存
在
も
従
来
は
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
し
か
し
、
こ
こ
に
は
後
に
雑
誌

『

俳
画
講
座』

全
六
巻

(

一
九
二
七
年
十
一
月
―

絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

一
七
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一
九
二
八
年
五
月
、
俳
画
講
座
刊
行
会)

の
監
修
者
と
し
て
、
小
川
芋
銭
と
と
も
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
る
森
田
恒
友
が
確
か
に
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
。

恒
友
は

｢

俳
画｣

の
代
表
作
家
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
俳
画
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
欠
け
て
流
行
し
た
俳
句
の
絵
画
版
で
あ
る
。

俳
句
が
短
詩
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
俳
画
も
一
般
的
に
は
略
筆
で
あ
り
、
写
生
に
基
づ
き
な
が
ら
、
俳
趣
の
感
じ
ら
れ
る
絵
と
さ
れ
る
。

(

略)

恒
友
は
自
ら
句
や
歌
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
世
界
観
が
画
風
の
展
開
に
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

(

増
淵
鏡
子

｢

俳
句
と
恒
友｣

、
前
記

『

森
田
恒
友
展
図
録』)

森
田
の
画
風
に
関
し
て
云
々
す
る
資
格
は
わ
た
く
し
に
は
全
く
な
い
が
、
こ
こ
に
は
自
ら
の
個
性
を
生
か
し
て
独
自
の
世
界
を
目
指
す
若
き

画
家
が
、
そ
の
世
界
を
言
葉
で
紡
ぐ
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
森
田
は
言
う
。

・
私
の
歌
的
趣
味
と
云
ふ
の
は
歌
の
様
な
趣
味
の
含
ま
れ
る
絵
画
を
見
て
居
る
内
に
何
と
は
な
し
に
日
本
の
国
歌
を
読
む
様
な
心
地
が

す
る
も
の
と
云
ふ
の
で
あ
る
、

・
こ
の
時
々
に
自
分
に
文
字
の
才
が
あ
り
歌
の
一
首
も
詠
ず
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
視
感
以
外
に
切
実
に
声
音
時
間
を
表
出
す
る
こ
と
が

出
来
べ
き
に
と
思
ふ
て
甚
だ
嘆
は
し
く
思
ふ

・
自
然
人
事
の
美
趣
を
我
々
画
家
が
現
出
し
得
る
部
分
は
到
底
一
部
た
る
こ
と
を
免
れ
な
い
之
は
形
体
色
調
が
絵
画
成
立
の
基
礎
で
あ

つ
て
声
音
時
間
は
具
体
的
に
は
表
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

・
絵
画
に
依
て
は
単
に
臨
線
の
み
で
あ
つ
て
も
国
歌
的
趣
味
を
も
俳
句
的
趣
味
を
も
連
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

・
然
し
な
が
ら
画
は
単
に
視
感
以
外
に
声
や
時
間
を
現
は
し
得
ぬ
か
と
云
ふ
と
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
只
切
実
に
現
じ
得
ぬ
の
で
他

は
観
者
の
連
想
と
云
ふ
多
大
な
余
地
が
あ
る
の
で
此
の
基
礎
以
外
に
沢
山
の
他
領
迄
包
容
す
る
程
好
画
で
あ
り
名
作
で
あ
る
の
で
あ

る

一
七
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・
絵
画
は
絵
画
の
本
領
が
自
ら
表
現
し
た
詩
趣
声
音
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

細
切
れ
の
引
用
で
は
分
か
り
に
く
い
か
も
知
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
こ
の
文
章
は

｢

東
京

森
田
恒
友
談｣

と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
森
田
の
談
話
筆
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

(

誰
が
筆
記

し
た
の
だ
ろ
う
。
身
近
に
い
た
は
ず
の
得
三
郎
で
あ
ろ
う
か)

。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
時
満
二
十
六
歳
四
カ
月
の
森
田
の

中
で
、
ま
だ
自
ら
の
考
え
が
ま
と
め
切
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
か
、
こ
の
文
章
の
文
意
は
な
か
な
か
捉
え
に
く
い
。
し
か
し
な
が

ら
こ
こ
に
は
既
に

｢
国
歌
的
趣
味｣

あ
る
い
は

｢

俳
句
的
趣
味｣

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
一
方
で
絵
画
表
現
の
限
界
を
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
そ
の
絵
画
が

｢

自
然
人
事
の
美
趣｣

を
現
出
す
る
た
め
の

｢

声
音
時
間

(

声
や
時
間)｣

｢

詩
趣
声
音｣

を
い
か
に
し
て
獲
得
す
る
か
と

い
う
目
標
が
見
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は

｢

本
元
は
自
然
を
静
観
し
て
、
自
然
の
本
体
を
汲
み
取
る
こ
と
、
其
の
自
然

の
本
体
に
詩
趣
を
見
出
す
こ
と
、
そ
の
見
出
す
と
い
ふ
こ
と
の
方
が
表
現
技
法
よ
り
先
の
訳
で
あ
る｣

(｢

自
然
を
見
る
こ
と｣

『

俳
画
講
座』

第
六
巻
、
一
九
二
八
年
五
月)

と
書
く
後
年
の
森
田
が
確
か
に
い
る
。
こ
の
若
き
森
田
の
文
章
も
、
表
紙
絵
同
様
、
彼
の
初
期
の
仕
事
と
し
て

確
認
し
て
お
く
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

Ⅲ

色
彩
の
音
楽

『

国
歌』

に
森
田
恒
友
を
引
っ
張
り
出
す
の
に
与
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
敦
夫
弟
・
正
宗
得
三
郎
も
ま
た
こ
の
時
期
自
身
の
画
家
と
し
て
の
立

場
を
確
立
せ
ん
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

『

国
歌』

へ
の
得
三
郎
の
関
わ
り
は
、
前
記
川
野
論
に
よ
れ
ば
、
挿
絵
が
四
点
、
裏
画
一
点
、
内
表
紙
及
裏
画
が
一
点
で
さ
ほ
ど
多
く
は
な

い
。
文
章
は
一
点
も
寄
せ
て
い
な
い
。
彼
は
森
田
と
同
期
の
一
九
○
二

(

明
治
三
十
五)

年
に
東
京
美
術
学
校
入
学
な
の
だ
が
、
日
露
戦
争
に

出
征
し
た
た
め
、
森
田
と
は
一
年
遅
れ
の
一
九
○
七

(

明
治
四
十)

年
の
三
月
に
同
校
を
卒
業
す
る
。
そ
し
て
す
ぐ
に
洋
画
家
と
し
て
の
ス
タ
ー

絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

一
七
五



ト
を
切
る
。
同
年
十
月
の
白
馬
会
第
十
一
回
展
に
油
彩
画

｢

少
女｣

、｢

園
の
一
隅｣

を
出
品
し
て
い
る

(

村
山
鎮
雄

『

史
料

画
家
正
宗
得
三

郎
の
生
涯』

一
九
九
六
年
十
二
月
、
三
好
企
画
。
得
三
郎
関
連
の
こ
と
は
同
書
の
記
述
を
多
く
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
以
下

『

史
料』

と

表
記)
。

既
に
一
人
前
の
画
家
と
し
て
の
地
歩
を
築
い
た
こ
と
を
伺
わ
し
め
る
も
の
と
し
て
、『

国
歌』

第
十
四
号

(

一
九
○
七
年
九
月)

に
は

｢

風

景

肖
像｣

の
油
絵
の
注
文
に
応
ず
る
と
い
う

｢

東
京

正
宗
得
三
郎｣

名
の
広
告
が
載
っ
て
い
る
。｢

砂
金
額
橡
付｣

で

｢

八
号

二
十
円

以
上
／
十
二
号

三
十
円
以
上
／
二
十
五
号

五
十
円
以
上｣

と
あ
る
。
当
時
の
注
文
絵
画
値
の
一
端
が
窺
わ
れ
よ
う
。
同
様
の

｢

油
絵
肖
像

揮
毫｣

の
広
告
は
第
二
十
五
号

(

一
九
○
八
年
八
月)

に
も
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
取
次
所
は
国
歌
会
。
こ
う
し
た
広
告
は
、
既
に
得
三
郎
が

画
家
と
し
て
一
人
前
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
証
と
も
言
え
よ
う
。

一
九
○
九
年
の
第
十
二
回
白
馬
会
展
に
は

｢

南
国｣

が
初
入
選
す
る
し
、
同
年
十
月
の
第
三
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

(

文
展)

で
は

｢

白
壁｣

が
や
は
り
初
入
選
す
る
。
そ
し
て
翌
一
九
一
○
年
四
月

｢

日
本
で
は
最
初
の
油
絵
の
個
展
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る｣

(

村
山
鎮
雄

｢

正
宗
得
三

郎
の
歩
み
―
フ
ラ
ン
ス
近
代
絵
画
の
接
種
と
日
本
回
帰｣

『｢

没
後
四
○
年

色
彩
の
音
楽
―
正
宗
得
三
郎
の
世
界
展｣

図
録』

二
○
○
三
年
七

月
、
府
中
市
美
術
館
。
以
下

『

正
宗
得
三
郎
の
世
界
展』

と
表
記)

個
展
を
、
高
村
光
太
郎
・
道
利
兄
弟
経
営
に
な
る
神
田
琅�
洞
最
初
の
個

展
と
し
て
開
催
で
き
る
よ
う
に
ま
で
な
る
。

そ
う
し
た
得
三
郎
が
自
己
の
絵
画
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
し
て
主
張
し
た
の
が
、｢

色
彩
の
音
楽｣

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

得
三
郎
の

｢

色
彩
の
音
楽｣

と
い
う
言
葉
に
託
し
た
思
い
に
関
し
て
も
、
村
山
氏
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。
こ
の
時
得
三
郎
が
試
み
た
方
法

は
、
村
山
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、｢

明
治
四
○
年
代
、
新
し
い
萌
芽
が
き
ざ
し
は
じ
め
る
中
、
気
鋭
の
正
宗
得
三
郎
は
自
分
の
絵
を
作
り
出

そ
う
と
し
て
、
点
描
に
よ
り
、
描
き
出
す
対
象
に
直
面
し
た
時
に
受
け
る
色
彩
の
音
楽
的
な
感
じ
を
画
布
の
上
に
表
現
し
よ
う
と
す
る

｢

色
彩

の
音
楽｣

を
試
み
て
い
た
の
で
あ
る｣

(

前
掲
、
村
山

｢

正
宗
得
三
郎
の
歩
み｣)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
う
少
し
得
三
郎
自
身
の
言
葉
で
補
っ

て
お
く
と
、
Ⅱ
章
で
検
討
し
た
森
田
恒
友
に
宛
て
た
体
裁
を
取
る
一
文
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。(｢

池
袋
よ
り

(

上)

―

一
七
六



森
田
恒
友
君
へ
―｣

『

読
売
新
聞』

一
九
一
○
年
七
月
十
六
日
、｢

池
袋
よ
り

(

下)

―
森
田
恒
友
君
へ
―｣

同
、
一
九
一
○
年
七
月
十
七
日)

・
只
僕
の
進
み
た
い
と
思
ふ
的
は
先
日
も
話
し
た
通
色
の
音
律
を
出
し
て
見
よ
う
と
す
る
に
在
る
。
然
し
た
ゞ
色
を
配
列
す
る
と
云
つ

て
も
、
自
然
と
首
引
し
肉
迫
し
て
、
脈
搏
を
相
通
じ
て
み
た
い
。

・
葉
も
花
も
光
の
中
に
漂
つ
た
色
の
音
を
出
し
た
い
と
思
つ
た
の
だ
。

・
自
然
が
色
の
音
律
で
何
程
迄
解
釈
出
来
る
か
。

(

マ
マ)

波
と
空
の
光
が
何
程
ま
で
現
れ
る
か
、
研
究
し
て
見
た
い
。
吠
え
た
海
光
つ
た
海
を

痛
快
に
歌
て
み
た
い
。

・
僕
は
今
暫
く
色
の
奏
律
に
思
ひ
を
と
ゞ
め
て
研
究
し
よ
う

彼
は

｢

僕
に
は
又

｢

地
方
色

ロ
オ
カ
ル
カ
ラ
ア｣

と
い
つ
た
様
な
者
の
感
覚
は
無
い
の
だ
か
ら
旅
行
し
て
も
、
其
土
地
の
特
色
を
構
図
や
風
俗
に
依
つ
て
描

き
出
す
動
機
は
な
い
、
こ
ゝ
ら
も
石
井
君
や
君
と
は
大
分
異
ふ｣

と
も
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に

｢

地
方
色｣

と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

｢｢

関
東
育
ち
の
野
人｣

と
自
称
し
、｢

平
野
人｣

と
号
し
た｣

(

富
山
秀
男

｢

平
野
人

森
田
恒
友
―
そ
の
心
の
軌
跡
―｣

『

セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
浴

衣
が
け
の
絵
画
へ

平
野
の
詩
人

森
田
恒
友
と
そ
の
時
代』

一
九
九
一
年
十
一
月
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館)

森
田
恒
友
と
の
違
い
は
明
確

に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
得
三
郎
が
、
こ
こ
で
既
成
の
絵
画
に
は
な
い
境
地
を
模
索
す
る
試
み
と
し
て
、｢

自
然
と
肉
迫
し
て｣

｢

色
の
音、

律、｣

で
解
釈
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
自
然
と
対
峙
し
て
そ
こ
か
ら

｢

詩
趣
声、
音、｣

を
つ
か
み
取
ろ
う
と
す
る
恒
友
と
全
く
相
容
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。〈

発
想
の
核〉

と
言
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
二
人
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

Ⅳ

青
木
繁
／

『

春
鳥
集』

そ
の

〈

発
想
の
核〉

を
二
人
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
自
ら
の
も
の
と
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
時
、
彼
ら
が
二
人
と
も
東
京
美
術

絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

一
七
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学
校
で
二
学
年
先
輩
の
青
木
繁

(

一
八
八
二
年
―
一
九
一
一
年)

と
極
め
て
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
見
逃
せ
な
い
。

正
宗
得
三
郎
が
青
木
繁
を
知
っ
た
の
は
、
正
宗
が
美
術
学
校
に
入
学
し
た
明
治
三
十
五
年
の
秋
、
正
宗
と
同
級
の
森
田
恒
友
を
介
し
て

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
正
宗
が
青
木
繁
と
初
め
て
話
し
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
夏
、
青
木
が
本
郷
千
駄
木
の
下
宿
に
入
り
、
森
田
恒
友
と

同
居
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
同
十
月
、
青
木
は
曙
町
の
下
宿
に
移
る
が
、
そ
こ
に
熊
谷
守
一
、
和
田
三
造
、
坂
本
繁
二
郎
、
森
田
恒
友
、

村
上
為
俊
、
正
宗
得
三
郎
ら
が
集
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
浪
漫
的
な
青
木
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
た
。(『

史
料』)

入
学
翌
年
に
は
青
木
と
同
居
し
て
い
た
森
田
恒
友
は
、
美
術
学
校
入
学
前
に
入
門
し
指
導
を
受
け
て
い
た
小
山
正
太
郎
主
宰
の
不
同
舎
で
青

木
と
同
門
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
し
み

(

８)

も
あ
り
、
早
く
か
ら
青
木
と
親
密
な
交
友
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
後
も
青
木

の
絵
画
取
材
旅
行
に
同
行
し
た
り
し
て
親
し
い
関
係
を
続
け
て
い
る
。

一
方
の
正
宗
得
三
郎
も
ま
た
、
一
九
〇
六

(

明
治
三
十
九)

年
、
前
述
し
た
二
月
頃
恒
友
と
谷
中
で
同
居
生
活
を
し
た
後
の

｢

秋
の
頃
、
千

駄
木
町
九
番
地
、
岩
田
方
に
青
木
繁
と
同
居｣

(『

史
料』)

す
る
。
そ
う
し
た
親
し
い
関
係
を
築
く
中
で
、
青
木
か
ら
多
く
の
影
響
を
受
け
た

得
三
郎
は
、
一
九
一
一
年
三
月
の
青
木
の
早
す
ぎ
る
死
の
直
後
か
ら
、『

青
木
繁
画
集』

(

一
九
一
三
年
四
月
、
政
教
社)

刊
行
に
尽
力
し
た
。

同
書
に
収
録
さ
れ
た
追
悼
文
に
お
い
て
得
三
郎
は
、｢｢
海
の
風
景｣

其
他
の
ス
ケ
ッ
チ
の
如
き
は
氏
自
ら
重
き
を
置
か
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る

が
、
然
も
新
鮮
に
し
て
溌
剌
た
る
画
面
は
波
動
し
て
自
然
の
一
角
を
捕
へ
て
ゐ
る｣

と
し
、｢

氏
の
芸
術
に
向
つ
て
非
難
す
れ
ば
、
い
く
ら
で

も
欠
点
は
あ
る
が
、
不
滅
に
自
然
の
美
し
さ
の
一
端
を
捕
へ
て
ゐ
る
丈
で
も
た
し
か
な
も
の
で
あ
る｣

と
評
し
て
い
る
。
こ
の
正
宗
評
に
関
し

て
、
志
賀
秀
孝
は

｢

正
宗
は
こ
こ
で
青
木
繁
を
、
生
活
者
と
し
て
の
破
綻
と
は
裏
腹
に
深
く
敬
愛
し
、
自
然
の
美
し
さ
を
と
ら
え
た
画
家
で
あ
っ

た
と
評
す
る
。
青
木
を
評
す
る
時
、
そ
の
自
然
描
写
の
優
を
述
べ
る
画
家
は
珍
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る｣

(｢

正
宗
得
三
郎
の
絵
画
理
念

｢

色
彩

の
音
楽｣

の
誕
生｣

『

正
宗
得
三
郎
の
世
界
展』)

と
す
る
。
い
ま
画
家
と
し
て
の
青
木
繁
の
画
業
に
関
し
て
も
門
外
漢
で
あ
る
わ
た
く
し
の
守

備
範
囲
を
超
え
る
が
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、｢

自
然
描
写｣

こ
そ
は
、｢

自
然
と
首
引
し
肉
迫
し
て
、
脈
搏
を
相
通
じ
て
み
た
い｣

と
し
て

い
た
画
家
・
正
宗
得
三
郎
の
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
最
も
大
切
に
す
る
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
先
達
と
し
て
、
彼
は
青

一
七
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木
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

で
は
そ
の
青
木
の
、
恒
友
や
得
三
郎
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
頃
の
思
考
の
一
端
を
覗
い
て
み
よ
う
。

一
九
○
五

(

明
治
三
十
八)

年
二
月
の

『

白
百
合』

に
掲
載
さ
れ
た

｢

画
談｣

と
い
う
談
話
筆
記

(

引
用
は
青
木
繁

『

仮
象
の
創
造』

一
九

八
三
年
四
月
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
に
拠
る)

に
お
い
て
、
青
木
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

畢
竟
技
巧
と
云
ふ
も
の
は
其
現
は
し
方
で
、
つ
ま
り
具
体
的
方
法
、
即
ち
手
段
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
大
き
く
言
へ
ば
形
而
上
な
り
形
而

下
な
り
の
或
る
着
想
が
ペ
ン
の
先
に
滴
つ
て
戯
曲
詩
歌
其
他
と
な
り
、
パ
レ
ツ
ト
の
上
に
か
た
ま
つ
て
夫
れ
が
絵
画
と
な
る
も
の
で
あ
ら

う
。

こ
う
し
た
発
想
は
、｢

絵
画
の
歌
的
趣
味｣

で
あ
る
と
か
、｢

色
彩
の
音
楽｣

で
あ
る
と
か
、
絵
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い

で
、
い
わ
ば
ジ
ャ
ン
ル
を
越
境
し
て
対
象
を
表
現
せ
ん
と
す
る
、
恒
友
や
得
三
郎
の
考
え
の
底
に
流
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
し
て
青
木
の
考
え
が
そ
の
具
体
的
に
形
を
な
し
た
も
の
と
し
て
、
蒲
原
有
明

(

一
八
七
六
年
―
一
九
五
二
年)

と
の
コ
ラ
ボ
の
上
に
誕
生

し
た

『

春
鳥
集』

(

一
九
○
五
年
七
月
、
本
郷
書
院)

は
や
は
り
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
詩
集
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

(

９)

。
こ
の
詩
集
に
お

い
て
有
明
が
目
指
し
た
も
の
と
し
て
は
、
既
に
早
く
に
矢
野
峰
人
が

｢

絵
画
と
詩
と
の
融
合
境
の
実
現｣

と
指
摘
し
て
い
た

(｢

藤
村
と
有
明｣

『

藝
林�
歩』

一
九
四
八
年
一
月)

が
、
そ
れ
は
こ
の
詩
集
刊
行
と
相
前
後
す
る
時
期
に
詩
画
集
と
も
言
う
べ
き

『

画
稿
集』

作
成
を
目
指
し

て
い
た

(

結
局
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も)
青
木
繁
の
思
い

(

一
九
○
五
年
三
月
十
七
日
、
同
月
二
十
二
日
、
同
年
四
月
二
十

八
日
、
有
明
宛
青
木
書
簡
。
前
記

『

仮
象
の
創
造』

収
録)

で
も
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
や
は
り
ジ
ャ
ン
ル
の
越
境
で
あ
る
。
自
由

な
境
地
の
開
拓
で
あ
る
。

そ
の

『

春
鳥
集』

｢

自
序｣

に
お
い
て
、
有
明
は
次
の
よ
う
に
声
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。

｢

自
然｣

を
識
る
は

｢

我｣

を
識
る
な
り
。
譬
へ
ば

｢

自
然｣

は
豹
の
斑
に
し
て
、｢

我｣

は
豹
の
瞳
子
の
如
き
か
。(

略)
｢

わ
れ｣

に

生
き

｢

自
然｣

に
輝
き
て
、
一
箇
の
霊
豹
は
詩
天
の
苑
に
入
ら
む
と
す
る
な
り
。

絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

一
七
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視
聴
等
は
ま
た
相
交
錯
し
て
、
近
代
人
の
情
念
に
雑
り
、
こ
こ
に
銀
光
の
音
あ
り
、
こ
こ
に
嚠
喨
の
色
あ
り
。

こ
の
一
節
か
ら
、
森
田
恒
友
が

｢

詩
趣
声
音｣

と
い
う
概
念
の
発
想
を
得
、
正
宗
得
三
郎
が

｢

色
彩
の
音
楽｣

と
い
う
概
念
の
発
想
を
得
た

な
ど
と
い
う
暴
論
を
言
い
た
い
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
青
木
や
有
明
の
、
従
来
の
規
範
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
が
若
き
世
代
の

画
家
た
ち
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
は
考
え
て
お
い
て
い
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

恒
友
や
得
三
郎
が
、『

春
鳥
集』

を
読
ん
だ
と
い
う
確
証
は
な
い
。
し
か
し
、
確
認
し
た
よ
う
に
青
木
と
親
密
な
交
友
を
結
ん
で
い
た
彼
ら

が
、
青
木
の
代
表
作
と
も
言
う
べ
き

｢

海
の
さ
ち｣

を
写
真
版
で
収
録
、
そ
の
絵
に
合
わ
せ
て

｢

海
の
さ
ち
／

(

青
木
繁
氏
作
品)｣

と
い
う

有
明
詩
を
掲
載
す
る
、
あ
る
い
は
詩
集
巻
頭
口
絵
・
青
木
繁

｢�
斧｣

(

こ
の
彫
刻
を
担
当
し
た
の
は
、
二
人
の
同
級
生
山
本
鼎
で
あ
る)

と

呼
応
す
る
様
に
詩
集
末
尾
に

｢�
斧｣

と
題
す
る
有
明
詩
を
配
置
す
る
と
い
っ
た
斬
新
な
試
み
を
、
目
に
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
方

が
、
む
し
ろ
不
自
然
で
は
な
い
の
か
。

こ
こ
に
若
き
画
家
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
、
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
取
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
各
自
の
個
性
の
中
で
消

化
し
、
そ
の
独
自
の
絵
画
表
現
に
高
め
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
か
ら

｢

青
木
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
単
な
る
青
春
謳
歌
の
パ
ー

テ
ィ
に
と
ど
ま
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
画
風
の
奥
深
い
と
こ
ろ
で
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か｣

と
す
る
志
賀
秀
孝
の
主
張

(

前
掲
、

｢

正
宗
得
三
郎
の
絵
画
理
念

｢

色
彩
の
音
楽｣

の
誕
生｣)
を
わ
た
く
し
は
首
肯
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

以
上

『

国
歌』

と
い
う
小
冊
子
に
載
っ
た
一
つ
の
広
告
を
き
っ
か
け
に
、
一
九
一
○
年
前
後
の
若
き
画
家
た
ち
の
模
索
の
跡
を
追
い
か
け
て

み
た
。
文
中
で
も
触
れ
た
が
、
わ
た
く
し
は
美
術
の
勉
強
な
ど
全
く
し
た
わ
け
で
も
な
い
門
外
漢
で
あ
る
の
で
、
的
外
れ
の
文
言
も
少
な
く
な

い
で
あ
ろ
う
。
大
方
の
ご
批
正
を
仰
げ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
八
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ま
た
本
稿
で
は
、『

国
歌』

誌
そ
の
も
の
へ
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。
正
宗
敦
夫
と
森�
外
と
の
関
係
を
含
め
て
、
別
稿
に
委

ね
た
い
。

注

(

１)

明
治
三
十
九
年
六
月
十
日
の
夜
森
林
太
郎
、
賀
古
鶴
所
の
二
氏
が
小
出
粲
、
大
口
鯛
二
、
佐
々
木
信
綱
の
三
氏
と
余
と
を
浜
町
一
丁
目
な
る
酒
楼

常
磐
に
招
き
て
明
治
の
時
代
に
相
当
な
る
歌
調
を
研
究
す
る
為
に
一
会
を
起
さ
ん
事
を
勧
め
ら
れ
た
。(

略)

第
一
回
の
会
は
同
年
九
月
二
十
三
日
に
飯
田
町
六
丁
目
な
る
賀
古
氏
の
邸
で
開
い
た
。
其
後
一
月
も
欠
か
さ
ず
開
会
し
て
本
年
の
二
月
に
は
第
三

十
回
の
会
を
開
い
た
。
会
合
を
催
す
の
は
多
く
は
第
三
日
曜
日
の
午
後
四
時
か
ら
で
あ
る
。(

井
上
通
泰
先
生
談
話

宮
内
猪
之
熊
筆
記

｢

常
磐

会
の
沿
革
並
に
会
則｣

『

常
磐
会
詠
草

初
篇』

収
録)

蛇
足
を
付
け
加
え
る
が
、
宮
内
猪
之
熊

(

一
八
八
一
年
―
一
九
一
三
年)

は
井
上
通
泰
門
下
の
歌
人
で
、
自
ら
も
常
磐
会
に
出
詠
し
て
い
た
ほ
か
、

｢

夜
賀
古
の
家
に
常
磐
会
を
開
く
。
井
上
通
泰
、
大
口
鯛
二
来
会
し
、
宮
内
猪
之
熊
筆
記
す｣

と
い
う

｢�
外
日
記｣

一
九
○
九

(

明
治
四
十
二)

年

一
月
二
十
四
日
の
記
述
等
を
見
る
と
、
常
磐
会
当
日
選
歌
の
筆
記
等
の
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
因
み
に
こ
の
日
の
第
二
十
九
回
選
歌
に
宮

内
の
歌
は
選
ば
れ
て
い
る
。

彼
の
死
後
、
友
人
・
正
宗
敦
夫
の
手
に
よ
り
遺
稿
歌
集

『
宮
内
猪
之
熊
集』

が
編
輯
刊
行
さ
れ
、
正
宗
敦
夫
は
そ
れ
を�
外
に
送
っ
て
い
る
。
現
在

文
京
区
立
森�
外
記
念
館
の
所
蔵
に
な
る
敦
夫
・
一
九
一
三

(
大
正
二)

年
九
月
二
十
二
日
付
書
簡
に

｢

友
人
宮
内
猪
之
熊
氏
死
亡
に
就
き
其
遺
稿
と

し
て
歌
集
一
巻
を
編
し
出
版
致
候｣

と
し
、
別
便
に
て
そ
の
一
本
を
送
る
旨
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
寄
贈
本
に
対
す
る�
外
の
返
書

(

同
年
九
月

二
十
五
日
付
・
全
集
未
収
録)

は
正
宗
家
に
残
さ
れ
て
お
り
、
赤
羽
淑
に
よ
り
既
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

｢

拝
啓

宮
内
君
遺
稿
一
部
御
贈
被
下
、
部
数
少
キ
中
ヨ
リ
ノ
御
割
愛
殊
更
感
謝
仕
候

二
十
五
日
夜

森
林
太
郎｣

(

赤
羽
淑

｢

森�
外
の
愛
顧｣

『

正
宗
敦
夫
を
め
ぐ
る
文
雅
の
交
流』

一
九
九
五
年
二
月
、
和
泉
書
院
、
収
録)

(

２)
『

常
磐
会
詠
草』

は
、
以
後

『

常
磐
会
詠
草

第
二
篇』

(

一
九
一
○

(

明
治
四
十
三)

年
十
月
、
聚
精
堂)

、『

常
磐
会
詠
草

第
三
篇』

(

一
九
一

二

(

大
正
元)

年
十
二
月
、
聚
精
堂)

、『

常
磐
会
詠
草

第
四
篇』

(

一
九
一
七

(

大
正
六)
年
十
二
月
、
聚
精
堂)

、『

常
磐
会
詠
草

第
五
篇』

(

一

絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

一
八
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九
一
七
年
十
二
月
、
聚
精
堂)

、
と
都
合
五
冊
刊
行
さ
れ
た
。
収
録
は
、
第
百
三
十
回

(

一
九
一
七
年
六
月
開
催)

ま
で
で
あ
る
。

な
お
、
後
述
す
る

『

国
歌』

第
三
十
三
号

(

一
九
○
七

(

明
治
四
十
二)

年
四
月)

か
ら
第
三
十
五
号

(

同
年
六
月)

に
か
け
て
、
三
号
続
け
て

『
常
磐
会
詠
草

初
篇』

の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
広
告
文
が
誰
の
手
に
な
る
も
の
か
、
今
詳
ら
か
に
し
え
な
い
。
が
、『

常
磐
会
詠
草

初
篇』

自
体
の
広
告
は
例
え
ば

『

読
売
新
聞』

一
九
○
九
年
五
月
十
六
日
紙
面
に
確
認
で
き
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は

｢

是
常
磐
会
…｣

以
下
の
文
章
は
見
ら
れ

な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、｢

常
磐
会｣

の
姿
勢
を
示
す
も
の
と
し
て
、
注

(

１)

の
井
上
通
泰
談
話
に
通
底
す
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
以
下
に
掲
げ

る
。

(

３)
『

た
づ
ぞ
の』

に
関
し
て
は
、
坂
本
秀
次

｢『

た
づ
ぞ
の』

か
ら
み
た
常
磐
会｣

(『�
外』

第
26
号
、
一
九
八
〇
年
一
月)

と
い
う
詳
細
な
報
告
が
あ

る
。な

お
、『

国
歌』

終
刊
号
と
な
っ
た
第
三
十
六
号

(

一
九
○
七
年
七
月)

掲
載
の

｢

終
刊
の
辞｣

に
お
い
て
、
正
宗
敦
夫
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
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終
刊
と
云
つ
て
も
国
歌
会
を
解
散
す
る
の
で
は
な
い
。
国
歌
の
発
刊
を
や
め
て
余
が
友
人
の
雑
誌
鶴
園
と
合
併
す
る
の
み
で
有
る
。
何
ぜ
合
併
を

す
る
の
で
有
る
か
と
云
ふ
に
其
理
由
も
色
々
あ
る
が
第
一
余
が
身
体
が
多
忙
で
雑
誌
発
刊
の
事
務
を
と
り
か
ね
る
為
に
遅
刊
を
重
ね
て
会
員
諸
君

に
す
ま
ぬ
訳
に
な
る
の
と
第
二
此
度
余
等
が
組
織
し
た
歌
文
珍
書
保
存
会
に
全
力
を
尽
し
た
い
の
と
で
あ
る

(

略)

鶴
園
主
幹
小
林
君
と
余
と
は

最
も
親
し
い
中
で
あ
る

正
宗
敦
夫
と
歌
文
珍
書
保
存
会
に
関
し
て
は
、
そ
の
相
談
に
与
っ
た
森�
外
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

(

４)

吉
崎
志
保
子

『

階
上
階
下
す
べ
て
書
に
し
て

正
宗
敦
夫
の
世
界』

(

一
九
八
九
年
十
一
月
、
発
行
者�
吉
崎
一
弘)

(

５)

他
に
第
十
七
号

(
一
九
○
七
年
十
二
月)

に
も

『

方
寸』

第
一
巻
第
六
号
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

６)

第
十
二
号
ま
で
の

『
国
歌』

表
紙

(

Ａ)

と
第
十
三
号
以
降
第
二
十
三
号
ま
で
の
森
田
恒
友
作
成
の
同
誌
表
紙

(

Ｂ)

を
以
下
に
掲
げ
る
。

絵
画
と
文
学
、
そ
し
て
音
楽
と
の
融
合

一
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(

Ａ)



(

７)

や
は
り

『

中
央
美
術』

・｢

森
田
恒
友
論｣
に

｢

私
の
好
き
な
絵｣

と
い
う
一
文
を
寄
せ
た
生
方
敏
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

正
宗
得
三
郎
君
を
通
し
て
森
田
恒
友
君
を
知
つ
た
の
は
、
も
う
か
れ
こ
れ
十
八
年
も
前
の
こ
と
だ
。(

略)

そ
れ
か
ら
二
年
ほ
ど
経
て
、
森
田

君
が
正
宗
と
共
に
千
駄
木
林
町
の
下
宿
に
ゐ
た
頃
、
私
か
ら
お
訪
ね
し
た
。(

傍
点
原
文)

・
・

こ
の
生
方
証
言
と
先
の
得
三
郎
の

｢

長
く
同
居
し
て
ゐ
た｣

と
い
う
発
言
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
二
人
は
何
度
か
同
居
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
か
。

(

８)
｢

僕
が
青
木
君
を
始
め
て
知
つ
た
の
は
、
駒
込
の
不
同
舎
で
で
あ
つ
た
。
其
頃
青
木
君
は
既
に
不
同
舎
を
去
つ
て
、
美
術
学
校
に
入
つ
て
居
た
と
覚

え
る
。
僕
が
不
同
舎
に
一
年
許
り
居
る
間
に
、
此
人
も
チ
ヨ
イ�
塾
へ
遊
び
に
来
た
。｣

(

森
田
恒
友

｢

追
想
記｣

『

青
木
繁
画
集』

一
九
一
三
年
四

月
、
政
教
社)

(

９)

拙
稿

｢

蒲
原
有
明
論
ノ
ー
ト

『

春
鳥
集』

を
め
ぐ
る
一
考
察

｣
『

近
代
文
学
論』

第
14
号
、
一
九
八
六
年
三
月)

に
お
い
て
、『

春
鳥
集』

を
介
し
て
の
青
木
と
有
明
に
関
し
て
、
一
考
を
試
み
た
。

一
八
四

(

Ｂ)


